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Toyama S, Sakairi H, Honda K, Itoh T, Kamata Y,
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Morimoto C, Takamori K.
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under the enzymatic control of CD26/DPPIV.
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Humanized anti-IL-26 monoclonal antibody as a novel

targeted therapy for chronic graft-versus-host

disease.
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国内学会発表 1
Shirakawa Y, Hatano R, Itoh T, Otsuka H, Okumura K,

Morimoto C.

IL-26 facilitates cartilage destruction and infiltration of

inflammatory cells into synovium in a collagen

induced arthritis model

第51回日本免疫学会学術集会,熊本,2022年12月8日
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特別講演・

招待講演
1 伊藤匠. がん免疫における多機能性サイトカインの役割 第19回日本免疫治療学会学術集会,東京,2022年5月22日

森本幾夫

開設の目的・概要　等

　免疫疾患･がん分野では分子標的治療法として、小分子化合物･抗体などが登場し、ある程度の治療効果は得られているが、より有効な新規治療薬の開発が望まれる。特にがん・免疫病領域の新

薬はほとんど欧米発の薬剤で占められ、日本発の新薬は数少ない状況にある。

そこでキッセイ薬品工業株式会社は2012年に、免疫病（自己免疫疾患やGVHD）・がん領域においてCD26分子及びその他の関連分子を標的とした基礎から臨床応用までのトランスレーショナルリ

サーチを行うことを研究のプライオリティーとした「免疫病･がん先端治療学講座」を順天堂大学に設立し、革新的な治療法の開発、予後及び診断バイオマーカーの確立を目的とした研究を開始した。

2021年からワイズ・エー・シー株式会社が講座を引き継いでいる。
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1 森本幾夫, 波多野良, 大沼圭, 金子有太郎. 抗CD26抗体と免疫チェックポイント阻害剤との併用療法. PCT/JP2022/021738, 2022年5月27日


